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令和７ 年度 地域スポーツク ラ ブ活動体制整備事業（ 地域ス ポーツク ラ ブ活動への移行に向けた実証事業）  

岐阜県地域ク ラ ブ活動推進フォ ーラ ム 開催要項 

 

１  テーマ 

「 岐阜県の部活動地域展開の未来を考える ！」  
～こ れまでの中学校部活動の地域展開の成果と 課題を整理し 、 改革実行期間に向けた方向性について考える ～ 

                            

２  目 的  

国は、 令和５ 年度から 令和７ 年度末までの３ 年間を「 部活動改革推進期間」 と し て位置付け、 中学校に

おける 休日部活動の段階的な地域移行を推進する よ う 示し ている 。 県と し ては、 今年度末を目途に、 県内

中学校の休日部活動を１ ０ ０ ％地域展開する こ と を目標と し ている 。  

改革推進期間の３ 年間において、 地域展開に向けた様々な取組が県内市町村で展開さ れ、 地域の実情に

応じ た多様な実践が積み重ねら れてき た。 一方で、 運営団体の基盤強化など、 今後の取組において解決す

べき 課題も 明ら かになってき た。 こ れら の成果と 課題を丁寧に分析・ 共有し 、 誰も が安心し て参画でき る

地域展開の在り 方を構築し ていく こ と が、 今後ますま す重要と なる 。  

令和７ 年５ 月に国が発表し た「 地域スポーツ・ 文化芸術創造と 部活動改革に関する 実行会議」 最終と り

まと めでは、 令和８ 年度から 令和１ ３ 年度末までの６ 年間を「 部活動改革実行期間」 と する 方向性が示さ

れた。 こ のよ う な部活動改革の新たな転換期にあたり 、 誰も が安心・ 安全に参画でき る 地域展開の在り 方

について、県内外の実践者及び有識者から 学ぶ機会を設け、本県における 部活動地域展開のさ ら なる 推進

を目的と し て、 本フォ ーラ ムを開催する 。  

 

３  主 催 岐阜県教育委員会 

 

４  期 日 令和７ 年１ １ 月２ ８ 日（ 金） １ ３ 時１ ５ 分から １ ６ 時１ ５ 分  （ 受付開始１ ２ 時３ ５ 分）  

 

５  場 所 不二羽島文化センタ ー みのぎく ホール （ 羽島市竹鼻町丸の内６ 丁目７ 番地）  

 

６  対 象  

（ １ ） 各市町村首長及び教育長、 地域展開主管課長 

（ ２ ） 部活動地域展開主管課担当者 

（ ３ ） スポーツ・ 文化芸術団体関係者 

（ ４ ） 運営団体、 実施主体の管理者及び担当者 

（ ５ ） 県内公立中学校等校長、 教職員 

 

７  内 容 

【 第１ 部】  基調講演 

『 地域展開に関する 動向と 今後の方向性』  

講師： スポーツ庁地域スポーツ課 課長補佐 竹河 信裕 氏 

       県によ る 情報提供 

 『 岐阜県の現状と 課題』  

             岐阜県教育委員会体育健康課部活動改革係 係長 岩見 光洋 

 【 第２ 部】  パネルディ スカッ ショ ン 

       テーマ： 次期改革実行期間の方向性を探る   

～「 運営団体の基盤強化」 と 「 新たな価値の創出」 を目指す地域展開の在り 方と は～ 

       登壇者： イ マチャ レ製作委員会（ 飯田市教育委員会前教育長）  代田 昭久 氏 

           静岡県掛川市教育委員会 教育長 佐藤 嘉晃 氏 

           神戸親和大学教育学部 教授 松田 雅彦 氏 

           羽島市教育委員会 学校教育課 部活動改革専門員 増田 恭司 氏 

           スポーツ庁地域スポーツ課 課長補佐 竹河 信裕 氏 
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８  日 程 

12: 35-13: 15 受付（ 40 分）  

13: 15-13: 25  ①開会あいさ つ 岐阜県教育委員会 義務教育総括監 青木 孝憲 

13: 30-13: 50  ②スポーツ庁によ る 情報提供（ 20 分）   

テーマ： 地域展開に関する動向と 今後の方向性 

登壇者： スポーツ庁地域スポーツ課 課長補佐 竹河 信裕 氏 

13: 55-14: 10 ③県によ る 情報提供（ 15 分）  

 テーマ： 岐阜県の現状と 課題 

 登壇者： 岐阜県教育委員会体育健康課部活動改革係 係長 岩見 光洋 

14: 10-14: 25 休憩（ 15 分）  

 ＜第２ 部： パネルディ スカッ ショ ン（ 14: 25-15: 55） ＞ 

14: 25-15: 55  ④パネルディ スカッ ショ ン（ 90 分）  

 テーマ： 次期改革実行期間の方向性を探る   

～「 運営団体の基盤強化」 と 「 新たな価値の創出」 を目指す地域展開

の在り 方と は～ 

 登壇者： イ マチャ レ制作委員会（ 飯田市教育委員会前教育長）  代田 昭久 氏 

     静岡県掛川市教育委員会 教育長 佐藤 嘉晃 氏 

     神戸親和大学教育学部 教授 松田 雅彦 氏 

     羽島市教育委員会 学校教育課 部活動改革専門員 増田 恭司 氏 

     スポーツ庁地域ス ポーツ課 課長補佐 竹河 信裕 氏 

16: 00-16: 15  ⑤閉会あいさ つ 岐阜県教育委員会体育健康課  課長 日下部 光 

 ＜フォーラ ム終了後＞ 

16: 15-16: 45 【 希望者のみ】  

フォーラ ム登壇者と 参加者と の情報交換・ 名刺交換 
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第４ 回 地域ク ラ ブ活動推進会議 
  

日 時 令和８ 年２ 月５ 日（ 木）  １ ３ 時３ ０ 分～１ ６ 時３ ０ 分 

会 場 岐阜県庁 ２ ０ 階 ２ ０ ０ ４ 会議室 

 

式 次 第 
司会： 体育健康課 宇野 

 

１  開 会  13: 30 

２  挨 拶 岐阜県教育委員会 義務教育総括監  青木 孝憲  

３  情報提供 「 地域ク ラ ブ活動体制整備に係る 現状と 課題」  

「 改訂ガイ ド ラ イ ン について」  

岐阜県教育委員会 体育健康課 部活動改革係   岩見 光洋 

13: 40 

４  

 

講 話 「 地域ク ラ ブ運営団体の役割と 運営」  

    岐阜県教育委員会 体育健康課 部活動改革係   岩見 光洋 

      岐阜県地域ク ラ ブ総括コ ーディ ネータ ー  岸田 美也子 
 

14: 00 

 

 

 休 憩 
 14: 50 

５  情報交換会 〇Ａ  岐阜地区（ 岐阜市・ 羽島市・ 各務原市・  

山県市・ 瑞穂市・ 羽島郡二町・ 北方町）  

    担当： 竹中 高橋 

〇Ｂ  西濃地区（ 大垣市・ 海津市・ 養老町・ 垂井町・ 関ヶ 原町・  

神戸町・ 輪之内町・ 安八町・ 揖斐川町・ 大野町）  

    担当： 山田 澤田 

〇Ⅽ 可茂地区（ 可児市・ 坂祝町・ 川辺町・ 七宗町・  

八百津町・ 白川町・ 御嵩町）  

   担当： 大澤 山本 
 
〇Ⅾ 東濃地区（ 多治見市・ 土岐市・ 恵那市・ 中津川市）  
    担当： 中村 服部 
 
〇Ｅ  美濃地区（ 関市・ 郡上市）  

飛騨地区（ 高山市・ 下呂市・ 白川村）  
    担当： 田原 鷲見 谷口 

15: 00 

６  

 

挨 拶 

 岐阜県中学校体育連盟          会長 後藤 隆正 

岐阜県中学校長会 第９ 分科会 研究推進委員長 朝田 康裕 

岐阜県教育委員会 体育健康課    教育主管 古田 浩章 

16: 20 

 

16: 30 
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地域ク ラ ブ活動推進 
コ ーディ ネータ ー会議 

【 全６ 回概要】  

＜第１ 回＞ 令和７ 年 ４ 月２ ５ 日（ 金） 

＜第２ 回＞ 令和７ 年 ６ 月 ３ 日（ 火） 

＜第３ 回＞ 令和７ 年 ７ 月２ ９ 日（ 火） 

＜第４ 回＞ 令和７ 年 ９ 月 ５ 日（ 金） 

＜第５ 回＞ 令和７ 年１ １ 月２ ７ 日（ 木） 

＜第６ 回＞ 令和８ 年 ２ 月 ５ 日（ 木） 
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地域指導者育成研修会 
開催概要 

（ １ ） 開催要項 

（ ２ ） 令和７ 年度実績 
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成果・ 課題 



 

 

 

 

 

 

・ 国の実証事業は、令和５ 年度２ ４ 市町村、令和６ 年度３ ０ 市町村、令和７ 年度３ ０ 市町村が実施し 、

３ 年間で県内の約７ 割の市町村が事業を活用し て休日部活動の地域展開を進める こ と ができ た。  

・ 県調査（ 令和７ 年度） によ る と 、 令和７ 年度末ま でに地域展開を 行う と 回答し た部活動の割合は、

運動部９ ３ . ７ ％、 文化部７ ５ . ７ ％、 全体９ １ . ９ ％であった。 令和６ 年度（ 運動部７ ２ . ５ ％、 文

化部４ ６ . １ ％、 全体６ ９ . ３ ％） と 比べ、 いずれも 大幅に上昇し ており 、 地域展開が着実に進んで

いる こ と が確認でき る 。  

・ 主な地域展開先と し て「 保護者ク ラ ブ」 と 回答し た数は、 令和５ 年度 632 ク ラ ブから 、 令和６ 年度

５ ７ ０ ク ラ ブ（ ▲６ ２ ク ラ ブ）、 令和７ 年度４ ６ ８ ク ラ ブ（ ▲１ ０ ２ ク ラ ブ） へと 減少し た。 ３ 年間

で計１ ６ ４ ク ラ ブの減少と なり 、 安心・ 安全な運営団体によ る 地域ク ラ ブ活動が進んでいる 。  

・ 県ス ポーツ 協会が主催する 「 地域ク ラ ブ指導者育成研修会」 は、 令和６ 年度以降、 県内６ 地区で開

催し ている 。 その認定証発行数は、 令和４ 年度３ ２ ５ 名、 令和５ 年度４ ６ ０ 名、 令和６ 年度６ ８ ２

名、 令和７ 年度７ ７ ８ 名（ 予定） で、 累計２ , ２ ４ ５ 名（ 予定） と なった。  

・ 令和６ 年４ 月に運用開始し た「 岐阜県地域ク ラ ブ指導者人材バンク 」 は、令和７ 年１ ２ 月末で１ , １

５ ５ 人が登録。令和６ 年末の５ ９ ３ 人から ５ ６ ２ 人増加し 、認定証取得者を 中心に登録が広がった。 

【 第１ 回地域ク ラ ブ活動推進会議】  

・ 県から 今年度の現状と 課題について報告後、 下記グループワ ーク を行った。  

 グループワ ーク ①「 運営団体における 会計業務について」  

グループワ ーク ②「 各市町村の進捗状況と 今後の見通し について」 特に会計業務のグループワ ーク

では、 具体的な会計業務について共有する こ と ができ た。   

【 第２ 回地域ク ラ ブ活動推進会議】（ 気象警報発令によ り 延期さ れ、 令和７ 年度地域ク ラ ブ活動推進

フ ォ ーラ ム午前中へ振替開催し た。 当日予定し ていた講師講演は、 動画にて配信し た。）  

・ 令和７ 年度岐阜県地域ク ラ ブ活動推進フ ォ ーラ ム午前には、 イ マチャ レ 制作委員会のコ ーディ ネー

ト によ り ワ ーク ショ ッ プを 実施し 、 各市町村が課題と 今後の方向性について活発に意見交換ができ

た。 交流から 、 学び合い有効事例を各市町村に持ち帰る こ と ができ た。  

 【 令和 7 年度岐阜県地域ク ラ ブ活動推進フ ォ ーラ ム】 不二羽島文化センタ ーにて開催           

・ 県内外から 多く の関係者の参加があっ た。 ５ 名の講師から 先行実践の紹介をし ていただき 、 今後の

地域展開について示唆をいただき 、 参加者にと って有益な情報を得る こ と ができ た。  

【 第４ 回地域ク ラ ブ活動推進会議】  

・ 岐阜県の課題である 安全・ 安心な運営団体の基盤強化について県総括コ ーディ ネータ ーよ り 、 地域

ク ラ ブ運営団体の役割と 運営について講話を いただき 、 具体的な運営団体の業務について共有する

こ と ができ た。  

令和７ 年度の成果と 課題 

成 果 
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・「 岐阜県地域ク ラ ブ活動推進コ ーディ ネータ ー会議」 を年６ 回開催し 、 各地区の地域展開の進捗、 優

良事例・ 困難事例を 共有し 、 支援の方向性を 確認し た。  

・ 今年度よ り 県内６ 地区で地区別推進会議を開催し た。地区ごと の現状や課題を深く 共有する こ と で、

市町村担当者同士の連携が生ま れ、 互いの実践を参考にする 機会と なった。 ま た、 県と し ても 、 現

場の状況や担当者の思いを 直接把握でき る 貴重な場と なった。  

 ・ 令和７ 年度末に「 岐阜県部活動改革及び地域ク ラ ブ活動の推進等に関する 総合的ガイ ド ラ イ ン 」 を

発表予定であ る 。  

・ 岐阜県ガイ ド ラ イ ン 改訂にあたり 、 地域展開に県民の意見を 反映し 、 県民と 一体と な っ て進める こ

と を 目的に、 有識者によ る 「 岐阜県中学校部活動及び地域ク ラ ブ活動の在り 方検討会」 を 本年度４

回開催し た。 令和８ 年度以降の改革実行期間について多様な意見が寄せら れ、 それら を 岐阜県ガイ

ド ラ イ ン に反映する こ と ができ た。  

 

 

 

 

・ 安全・ 安心で持続可能な地域ク ラ ブ活動の実現ためには、 各市町村や総合型ス ポーツ ク ラ ブ等が、

改革実行期間中に運営団体と し て必要な機能を構築でき る よ う 、 県と し て支援を 行う 必要がある 。 

・ 運営団体の構築を進める と と も に、 実施主体が認定制度の必要性を理解し 導入でき る よ う 、 認定制

度の周知と その構築を 推進し ていく 。  

 ・ 休日部活動の地域展開によ り 整備さ れた「 地域ク ラ ブ活動」 を 、 よ り 安心・ 安全かつ継続的に運営

し ていく ため、 市町村によ る 地域ク ラ ブ活動の認定制度の導入を推進する 。  

・ 認定制度を進める 中で、認定基準に満たない地域ク ラ ブ活動への対応について検討する 必要がある 。 

・ 安心・ 安全で持続可能な地域ク ラ ブ活動の運営には、 必要と なる 総支出を 過去の実績から 明確にす

る こ と が求めら れる 。  

・ 財源については公的資金のみなら ず、 受益者負担や運営団体の独自財源の確保など 、 有効な事例を

共有し ながら 、 多様な財源確保の仕組みを構築し ていく 。  

・ 地域ク ラ ブ活動の運営に係る 経費の在り 方を 検討し 、 県と し て適切に支援し ていく 必要がある 。  

・ こ れま での部活動の枠組みをそのま ま 地域へ展開する こ と が目的ではなく 、「 部活動の地域展開」 を

契機と し て、学校と 地域が連携し 、子ど も たちを育てる 仕組みを新たに構築する こ と が重要である 。 

・ 平日のス ポーツ・ 文化芸術活動の機会確保については、 先進事例がある 一方で課題も 存在する 。 生

徒にと って最適な環境と は何かを、 学校と 地域が協働し て検討し 、 地域の実情に応じ た地域ク ラ ブ

活動の在り 方を模索し ていく 必要がある 。  

 

課 題 
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